
「
岡
目
一
目
」

　
海
辺
の
町
蒲
郡
で
ふ
ら
り
と

「
生
命
の
海
科
学
館
」
に
入
っ

て
み
た
。
酸
素
は
最
初
、
生
物

に
と
っ
て
毒
で
あ
っ
た
と
い
う

所
で
足
が
止
ま
っ
た
。

　
元
々
地
球
に
酸
素
は
無
か
っ

た
。
二
十
七
億
年
前
に
、
海
で

シ
ア
ノ
バ
ク
テ
リ
ア
と
や
ら
が

光
合
成
で
大
量
の
酸
素
を
発
生

さ
せ
た
そ
う
だ
。
こ
れ
は
原
始

生
物
に
と
っ
て
は
体
を
燃
や
し

て
し
ま
う
猛
毒
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
原
始
生
物
は
工
夫
、
進

化
し
て
、
こ
れ
を
取
り
込
ん
で

生
き
る
遺
伝
子
を
作
っ
た
と
い

う
。

　
い
つ
も
人
間
は
三
十
六
度
ほ

ど
で
燃
え
て
い
る
。
生
き
る
こ

と
は
燃
え
る
こ
と
。
多
く
の
宗

教
が
そ
の
儀
式
で
火
を
灯
し
て

い
る
。

　
毒
は
薬
と
紙
一
重
で
、
ク
ス

リ
は
リ
ス
ク
を
伴
う
。
酸
素
に

由
来
し
、
反
応
性
に
富
む
活
性

酸
素
と
い
う
の
は
要
注
意
だ
と

い
う
。

　
飛
騨
の
山
々
は
毎
日
大
量
の

酸
素
を
出
し
、
大
都
会
の
汚
い

空
気
を
浄
化
し
て
い
る
。
都
会

の
人
々
は
心
せ
よ
。
飛
騨
の

山
々
は
神
聖
に
し
て
冒
す
べ
か

ら
ず
、
と
。

　
人
は
時
に
旅
を
す
る
と
良

い
。
特
に
山
の
人
は
海
へ
、
海

の
人
は
山
へ
と
。
人
は
旅
で
自

分
に
出
会
う
と
い
う
。
ト
ラ
ベ

ル
も
又
、
ト
ラ
ブ
ル
と
い
う
毒

を
持
っ
て
は
い
る
が
…
。

               

〈
ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉

　
高
山
市
文
化
協
会
で
は
、
郷
土

の
文
化
を
支
え
て
き
た
文
学
者
の

経
歴
と
功
績
を
紹
介
し
、
高
山
市

の
文
学
の
発
展
に
寄
与
す
る
目
的

で
、「
近
代
文
学
館
企
画
展
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
高
山
市
文
化
協
会
初

代
会
長
で
歌
人
の
大
埜
間
霽
江
氏

の
紹
介
と
共
に
、「
飛
騨
短
歌
会
」

の
創
設
に
関
わ
り
活
躍
し
た
歌
人

の
短
歌
を
紹
介
し
ま
す
。

◇
日
時
　
三
月
二
十
三
日
（
土
）・

　
二
十
四
日
（
日
）
午
前
十
時
～

　
午
後
五
時
（
最
終
日
は
午
後
四

　
時
ま
で
）

◇
会
場
　
高
山
市
図
書
館
「
煥
章

　
館
」
一
階
生
涯
学
習
ホ
ー
ル

　
※
駐
車
台
数
に
限
り
が
あ
り

　
ま
す
の
で
、
徒
歩
・
自
転
車

　
又
は
バ
ス
な
ど
を
ご
利
用
く

　
だ
さ
い
。

大
埜
間
霽
江

（
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）

～
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
））

　
内
科
医
・
歌
人
。
丹
生
川
村
法

力
出
身
で
高
山
市
馬
場
町
二
に
居

住
。
斐
太
中
学
、
東
京
慈
恵
会
医

学
専
門
学
校
卒
。

　
東
京
で
開
業
医
を
し
て
い
た

第
30
回 

高
山
市
近
代
文
学
館
企
画
展

大
埜
間
霽
江
の
時
代

お
お
の
ま
　
　

せ
い
こ
う

3/23㈯
24㈰

が
戦
災
を
受
け
、
昭
和
二
十
年

（
一
九
四
五
）
馬
場
町
で
父
の
「
大

埜
間
醫
舎
」
を
継
い
だ
。
少
年
時

代
か
ら
歌
を
詠
み
、
在
京
中
に
終

生
の
短
歌
の
恩
師
と
な
る
芸
術

院
会
員
・
金
子
薫
園
と
出
会
っ

た
。
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
鎌

手
白
映
ら
十
一
人
で
飛
騨
短
歌
会

を
結
成
し
主
宰
に
。
二
十
七
年

（
一
九
五
二
）
高
山
市
文
化
協
会

初
代
会
長
。高
山
市
公
安
委
員
長
、

同
社
会
教
育
委
員
な
ど
歴
任
。

　
歌
集『
一
つ
世
界
』『
白
樺
』『
高

原
の
雲
』
高
山
市
文
化
協
会
文
化

功
労
者
（
昭
三
〇
（
一
九
五
五
））

　
　
　
　
　
　【
飛
騨
人
物
事
典
】

［
紹
介
す
る
歌
人
］（
予
定
）

福ふ
く
だ
ゆ
う
さ
く

田
夕
咲
（
詩
人
・
歌
人
。
明
治

一
九
～
昭
和
二
三
）

山や
ま
だ
は
く
ば

田
白
馬
（
歌
人
・
民
俗
学
研
究

家
。
明
治
二
五
～
昭
和
五
〇
）

富と
み
た
れ
い
か

田
令
禾
（
日
本
画
家
・
郷
土
史

家
。
明
治
二
六
～
昭
和
六
〇
）

谷た
に
ぐ
ち
と
う
り

口
桃
里
（
歌
人
。
明
治
二
七
～

昭
和
五
四
）

鎌か
ま
て
は
く
え
い

手
白
映
（
歌
人
。
明
治
二
八
～

昭
和
五
三
）

森も
り
け
い
げ
つ

渓
月
（
歌
人
・
郷
土
史
家
。
明

治
三
五
～
平
成
六
）

小こ
ば
や
し
よ
い
ち

林
与
一
（
歌
人
・
山
田
焼
窯
元
。

明
治
三
六
～
昭
和
五
五
）

江え
ぐ
ろ
よ
し
た
ね

黒
美
胤
（
歌
人
・
学
校
長
。
明

治
三
八
～
平
成
一
二
）

浅あ
さ
も
と
ぎ
い
ち
ろ
う

本
義
一
郎
（
歌
人
・
教
師
。
明

治
四
四
～
没
）

［
光
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
近
代
日
本
画

名
品
展
］

◇
日
時
　
二
月
二
十
七
日
（
水
）

　
～
六
月
十
日
（
月
）
午
前
十
時

　
～
午
後
五
時
（
二
月
二
十
七
日

　
と
五
月
一
日
以
外
の
水
曜
休
館
）

◇
会
場
　
光
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

◇
料
金
　
入
館
料
が
必
要

［
第
三
十
四
回
フ
ェ
リ
ー
チ
ェ
音
楽

院　

春
の
お
め
で
と
う
コ
ン
サ
ー
ト
］

◇
日
時
　
三
月
十
日
（
日
）　
正

　
午
～
午
後
六
時
三
十
分

◇
会
場
　
文
化
会
館
　
小
ホ
ー
ル

◇
入
場
無
料

（
一
社
）高
山
市
文
化
協
会
加
盟
団
体

文
化
協
会
後
援
催
事

講師　小塩卓哉氏（日本歌人クラブ東海ブロック長）
定員　100名

駐車場は2時間まで無料です。駐車台数に限りがありますので、
徒歩・自転車又はバスなどをご利用ください。

お問い合わせ　(一社)高山市文化協会　℡0577-３４-６５５０

うたびと
いんぎん

入場
無料

近代文学館講演会

再読「飛騨短歌」
－飛騨の歌人の志－

午後2時開講
午後1時30分開場3 31 日

高山市図書館「煥章館」 
1階生涯学習ホール

「飛短」（「飛騨短歌」）に込められた慇懃な飛騨の短歌の
心と、歌壇とのかかわりについて講演をいただきます。




